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湿原には大小様々な池塘が存在するが，それらに生

息する藻類は多種多様な種で構成され，固有種も多

く，藻類の進化及び多様性の観点から考えると極めて

注目される生態系である。わが国では， Hir飢 o(1942， 

1943a， b)が尾瀬ケ原の鼓藻類について発表して以来，

多くの研究者によって湿原の藻類の調査がなされてき

た。湿原に散在する大小様々な池塘は藻類にとって絶

好の生息場所であるが，各地塘の環境の差異により藻

類相も異なることが示唆されている(鈴木・西田

1972)。したがって，湿原に存在する池塘は狭い地域で

多様な藻類相を形成する大きな要因となっていると考

えられる。しかしながら，今までの湿原での藻類研究

の殆どはフローラ調査であり，藻類の出現頻度のラン

クづけがおこなわれている報告 (Katoh1991)がいく

っかみられるものの，定量的な採集にもとづいた藻類

多様性の生態学的な研究は殆どみられない。このよう

な状況は諸外国においても見られる (Lenzenweger

1987， Kouwets 1988)。湿原の池塘という生息地におけ

る藻類の生態及び多様性を明らかにするには，種の正

確な分類は当然として，定量的な採集及び現存量の定

量的な把握が必要となる。

福島県の宮床湿原は 6haという狭い面積ではある

が，大小様々な池塘が存在する。これら池塘の水質環

境と藻類群集の調査・解析を行うことにより，湿原に

おける藻類の種の多様さをもたらす要因を明らかする

研究のフィールドとして理想的な場である。 1992年4

月より，宮床湿原の水系が異なる 2池塘を選ぴ，そこ

での藻類群集の定量的な調査を行った。本報告はその
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研究成果の一部として， 1992年に行った調査結果をま

とめ，水質環境との関連で論議したものである。

調査地点と方法

調査地点

宮床湿原は福島県南会津郡南郷村に位置し，標高約

850mに発達したミズゴケ湿原である。湿原には周縁

から湧水を起源とする水路が3本 (A，B， 0， Fig. 1参照)

流入しているが，今回報告する調査地点は，水路Bの

池猪B4及び水路Dの池塘02である (Fig.l)。池塘B4

は水深20cm，面積40m2でミツガシワやヨシ等が生育

し，池塘02は水深4Ocm，面積109m2でミツガシワが

生育している。付着藻類の基質としては圧倒的に底泥

の占める面積が大きい。また水路Bの地点B2は水路B

の水質の測定点である。

調査方法

調査は 1992年4月28日， 6月22日， 8月24日， 10 

月1日に行った。底生藻類の採集は，直径14mm関口

注射器を底泥表層にあてがい，6mlを採取して行った。

このような操作を各地点10ポイントで行い，各ポイン

トの全サンプルを混合して各地点60mlのサンプルと

した。このサンプルは2.5%のグルタルアルデヒドで固

定され，氷冷して持ち帰り，冷蔵庫にて保存し，観察

及ぴ個体数の計測に使用した。珪藻類については，小

型の種類が多く，かつ個体数も多いため，水に封入し

た状態のまま同定し，計数することが困難であるの

で， 1)国定試料を20倍希釈し， 2)酸処理によりクリー

ニングし， 3)酸処理された珪藻懸濁液 0.3mlを

18xl8mmのカバーグラスに均等に広げ，ブルーラック

スで封入し， 4) x70の対物レンズを用いてカバーグラ

スを端から端まで 1-3行観察して同定と計数を行っ

た。珪藻類以外の穣類については，固定試料を 10-20

倍に希釈し， 1 mlのSedwick-Rafter型のカウンテイン

グチャンパーを使って同定と計数を行った。各サンプ

ルで4∞以上の個体の同定と計数を行った。種の同定

に関して，小型の種類について前述した方法だけでは

同定カ司之確かな場合には，走査型電子顕微鏡あるいは

光学顕微鏡でx100の対物レンズを使用して再確認を

行った。珪藻類の同定は多くの種についてはKr町uner

andLange.・Ber凶ot(1986， 1988， 1991a，b)の分類体系に

基本的に従い，Pinnularia属については Kobayasiand 

Ando (1977)とKrammer(1992)に，小型Navicula属

の種については Kobayasiand Nagumo (1988)に，

Fig.l. Study si胞sof勘也yatokot.凪re

Eunotia属についてはMayamaandKobayasi(1990，1991) 

及ぴKobayasiet al. (1981)に，さらに S戸拍百属とい

くつかのNaviculaの種については Patrickand Reiner 

(1966)に従い，鼓藻類の同定については， Ruまicka

(1977)，民軍scott(1984)， pr悶 ωttetal.(1975，1977，1981， 

1982)， cr。舗伽leet al. (1983)に従い，藍藻類について

はGeitler (1932)に，他の藻類については Huber-

Pestalozzi (1941)， Kom盆官kand Fott (1983)， Bourrelly 

(1972)及びS旬rmach(1985)に従った。検鏡による細

胞数の計数値より，サンプル lml当たりの細胞数に換

算した。採集方法から，この値に 3.9をかけた億が単

位商積cm2当たりの細胞数となる。各藻類種の体積は，

細胞の長さ，幅あるいは直径，厚さを測定し，細胞の

形状をふまえて計算した。羽状目珪藻の殻の厚さは

著しく変異し，測定が困難であることから，殻の幅と

同じと仮定した。このようにして計算された各種の細

胞の体積をもとに，下記のS回血mann(1967)の式を

用いて炭素量へ換算した。

Log C = -0.422 + 0.758 (log Vol) (珪藻の場合)

LogC=・0.460+ 0.866 (log Vol) (他の藻類の場合)

ここでCは細胞あたりの炭素量 (pg)，Volは細胞の

体積(仰が}である。

結果

藻類相

4回の調査を通じて，池塘02に出現した藻類種は

93種類で，うち珪藻類65種類と圧倒的に多く，鼓藻類

15種，他の緑藻類5種，塗藻類4種，他の藻類が4種

となっている (Table1)。池塘B4に出現した穣類は67



11 Diversity of epipelic algae in Miyatoko Mire 

宮床湿原の藻類相Table 1. Algal f10四 inMiyatoko Mire. 
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P. hilseana v釘.japonica
P. microstauron 
P. subgibba 
P. rransversa 
P. viridis 
Sta町田eおph田'nicen伝ron
Stenopterobia curvula 
S. delicatissima 
S山古菅Balinearis 
S戸3拍'3acus 
S.u1na 
TabeBaria I初出回臼

T.f1町 'culosa
Green Algae : Desmids (鼓藻類)

B出羽bus血abrebissonii var. brebissonii 
Closterium acerosum 

C. acutum var. acutum 
C. costatum 
C. gracile 
C. intennedium 
C. lunula 
C. parvulum var. maius 
c.pe.居間'rosum

Cosma加m四 tgUlarevar四 19u1，副官

Cym池田ystiscrassa 
Euastrum crassum var. tumidum 
E. dideI臼 var.didelta 
Gl田 'nbladianeglecta var. neglecta 
M田 otaeniumdeg四'yivar. breve 
Mi口'3Steriasapicula岨var.apiculata 
M.den白culata
M. trunca臼
Ne創出刃 digitusvar. digi印S

Ne白.山ndigitusv町.naegelii 

Pleuro臼eniumminutum var. c.国ssum
Pleurotaenium minu飽mvar.m血uωm

P.凹 dulatumvar.四 dulatum
S臼町田飢ungem白atum

S.micronv町 .micron 
Green Algae : Others (他の緑蕩類)

Bulbochaete sp. 
Gl田 'otilatunosa 
Klebsonnidium klebsii 
Microspora willeana 
Oedogonium sp 
P配置面倒mboIYanum
Scened田musacutus 
Blue-green Algae (藍濠類)

Anabaena sp. 
白 rooc町 'custurgidus 
Merismo，阿iaglaucum
Osci11atoria sp. 
Stigonema田 ellatumf. 0田 llatum
Other Algae (他の溌類)

DinobIYon 田斤山'3lia
Gymnodinium sp. 
Sy沼田'Bsphagnicola 
Trachelomonas sp. 
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Diatoms (珪藻類)

Achnanthes helvetica 
A. minutissima 
A. nodosa 
A.pusi11a 
A. subatomoid，白
Ac凶1ellap阻 C飽飽

Anom田 oneisbrachysira 
A.田d甜 svar.acuta 
Aulacoseira alp諺'ena
A. canadensis 
A.laevi:白血1a

A. valida 
。咽bellagI湿臼lis

C. minuta 
C. naviculifonnis 
C.s却uata
Eunotia c山va阻

E.c町vatavar. lin回 ris

E. diadema 
E. exigua 

E. incisa 
E.n配'gelii
E. nipponica 
E.p副討lela
E.pec凶1alisvar. minor 
E. penninuta 
E.泊omboid，回
E.居間

E.担nelloid.白
Fragi1，四国pucinavar.伊 cilis
R∞nstruens var. venter 
F. e1liptica 
F. exi.国ia

F. nitzscmoides 
F.sp. 
Frustul.団地omboid，田
R泊omboid.田 V町'.SaxOnil四
Gomphonema acc山祖血a他m

G.gI沼田le

G.parvulum 
Meridion circul.町
Naviculam配 百 町，ris
N.minima 
N. minuscula 
N.no的a

N.okadae 
N.p副首sub凶issima
N. pseudosctifonnis 
N. seminul叩 3

N. subtilissima 
Neidium iridis 
Ni・tzscmaanpmbia 
N.fon位1alis
N.h四位scm四 a

N.palea 

Peronia fibula 
Pinnularia bogo館nsis

類種

+ 

+ 

+ 
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種類で，うち珪藻類40種，鼓藻類 18種類，他の緑藻

類4種，輩藻類4種，他の藻類 l種となっている。い

ずれも種類数からみると珪藻類が多く占めている。

藻類現存量及び細胞数の変動

藻類の現存量は， 池塘02では4月に 1.190gC/m'で

あったが，6月には 5.970gC/m2と著しく増加し，8月

に2.823gC/m'， 10月に 2.421gC/m'と減少する (Fig.

3)。同様の傾向は総細胞数を比較しでも得られた (Fig.

2)。一方池塘B4では，藻類の現存量は4月に4.115gC/ 

m2であったが，6月に 2.703gC/m九8月に 2.321gC/m乙

10月に1.562gC/m2と減少した (Fig.4)。総細胞数でも

4月に最も多く， 6月に約半分に減少し， 8月にやや増

加したものの， 10月にはさらに減少し，4月の約 1/4の

値を示した (Fig.2)。このように，池塘02と池塘B4

においては，藻類の現存量及び細胞数の変動パタ ーン

において著しい差異が見られる。なお，4月をのぞい

て， i;菜類の現存量及び細胞数は池塘 02のほうが池塘

B4より多かった。

池塘 02における各種藻類の現存量の季節的変動

池塘 02では，どの季節でも珪藻類の現存量が圧倒

的に多く，藻類現存量の90-98% を占めている (Fig

3)。鼓藻類は 3-7%を占めているにすぎず，多い時で

も6月の現存量で0.413gC/m'で， このl侍の珪藻類の現

存量 5.554gC/m2の 1/10以下であった。その他の藻類

の現存量はすべて 1%以下であり，きわめてマイナー

な存在であるといえる。池塘 02は珪藻類の池塘とい

えよう 。珪藻類各種の現存量に関して， 4月には

FrustuJia rhomboides var. rhomboides， ActineJJa puncta臼

等が目だったが，いちばん現存量が多いF.rhomboides 

var. rhomboidesでも全珪藻の現存量の 10%強を占めて

いるにすぎない (Fig.5)。しかし， 6月になると 4月に

相対的に現存量が多かった種が殆どいれかわり ，中心

目珪藻の AuJacoseiraJaevissimaが多くなり， 全珪藻類

の現存量の約40%を占めていた。その他にめだった珪

藻類としては， A. canadensis， A. aJpigena， Eunotia se.πa， 

PinnuJaria subgibbaであり ，これらは4月には出現して

いなかった種あるいは出現していたとしても現存量が

少ない種であったものである。8月になると珪藻類の

現存量は減少したが，藻類相はさほど変動せず， A. 

Jaevissimaが優占し，全珪藻類現存量の 32%を占めて

いた。しかし， 10月になると再び藻類相が大きく変動

渡辺 他
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が，いちばん現存量が多いA.punctataでも全珪諜類現

存量の約 16%を占めるにすぎない。緑藻類(鼓藻類を

含む)の現存量は多いときでも 0.414gC/m'で全体の

7%を占めているにすぎないが，その中での各種の現

存量を比較すると ，4月には糸状緑藻 KJebsormidium

k1ebsiiが優占し，現存量で全線藻の約50%を占めてい

たが， 6月には ミカヅキモ CJosteriumJunuJaが増加し，

現存量で全緑渓の約 88%を占めた。しかし， 8月にな

ると CJosleriumparvulum var. maiusが増加し，現存量で

全緑藻の約 80% を占めるようになる 。10月には

CJosterium costatumとPJeurotaeniumminutum var 

mmutumが増加 し，それぞれ現存量で全線藻の約 32%

及び約 28%を占めていた (Fig.6)。

池塘 B4における各種藻類の現存量の季節的変動

池塘B4では， 4月には珪藻類が多くこの時期の藻類

現存量の約73%を占めるが，鼓藻類も多くみられ，現

存量で全藻類の約 26%を占める (Fig.4)06月になる

と，珪藻類の現存i訟が著しく減少したのに対して，鼓

藻類の現存量が4月の約 1.6倍に増加し，この時期の藻

類現存量の約63%を占め，珪藻類より多 くなっ た。し

かし， 8月になると再び珪藻類の現存i査が増加し，こ

の時期の藻類現存量の約82%を占めるようになったの

に対し，鼓藻類の現存量が著しく減少し，現存量で全

藻類の約 16%を占めたにすぎない。 同様の状況は 10月

にも見られる。しかし，池塘B4は池塘02と比べると

鼓藻類の占める割合が圧倒的に高く，池塘 02がどの

季節でも珪藻類が現存量で90%以上を占める珪藻類の

池塘であったのに対して， 池塘 B4は珪藻類と鼓藻類

の池第であると いえよう 。珪藻類各種の現存量につい

ては，どの季節でも 丹ustuJiarhomboidesが圧倒的に優

占種となっており，少ない時でも全珪藻現存量の約

65%，多いときでは約 96%を占めていた (Fig.7)。鼓

藻類各種の現存量については， 4月には GJoenblandia

negJecta v釘 .negJectaが優占種となっており，このl時期

の緑藻類現存量の約 82%を占めていた。6月になると

Bambusina brebissonii var. brebissoniiとNet.riumdigitus 

var. digitusが増加し，それぞれ全緑藻類現存量の約

55%及び約36%を占めていた。4月に圧倒的に優占穫

となっていたG.neglecta var. neglectaの出現は確認でき

なかった。しかし， 8月には再びG.negJecta var. neglecla 

が増加し，現存髭でこの時期の緑藻類の約48%を占め

る。この他に 6月に優占種であった B.brebissonii var 

brebissoniiとScaurastrummicron var. micronの現存量が

多かった。10月になると MicrasteriasdenticuJaca var. 
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denticulalaが増加し，現存量でこの時期の緑藻類の約

55%を占めていた (Fig.8)。このように，池塘B4では

優占種となる珪藻類及び緑藻類の種が池;猪 02と明ら

かに異なっていることがわかる。
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種類の豊富さと多様度

径の多様度を表現する指標として群集の種数個体数

の関係を測定するのに極めて有効なSimpson(1949)の

多様度指数 (D)を用いた。即ち，

Oct.l 

Fig.8. Seasonal change of biomass of each green algal species in the 

pool84 
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ここで， sは総種類数， Nは総個体数， niは第 1番目

の種に属する個体数(細胞数)である。また，藻類は

種により細胞の大きさが著しく異なり，同じ個体数

(細胞数)でも現存量ではかなり異なる場合も多いこ

とから， Nを総現存量， lliを第1番目の種の現存量とし

て多様度を求めた多様度指数D'も求めた。池塘02で

は種類数は4月に49であったのが， 6月に60と最も多

くなり， 8月に 54，10月に48と減少した。しかし，多

様度指数は D，D'とも 4月と 10月に高く， 6月に最も

低くなった (Fig.9)。即ち，種類の豊富さと多様度指

数は全く逆の相関をもって変動していた。池塘 B4で

は，種類数は4月，6月， 8月でそれぞれ32，31， 29と

殆ど変動しないが， 10月に43と増加した。多様度指数

を個体数で計算した Dは4月と 10月に高く， 6月と 8

月に低いが，多様度指数を現存量で計算したD'は4月，

6月と変動せず， 8月に幾分低 くなるが 10月になると

4月， 6月とほぼ同じ値となり，期間を通じてさほど変

動を示さなかった (Fig.IO)。
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Fig.lO. Seasonal change of species number and diversity indices in 

thep∞I 84. D or D'， diversity index based on cell number or biomass， 
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宮床湿原に生息するコケ類以上の槌物は 54種類で

あったのにたいして (Takehara1995)，底生藻類は2池

塘だけでもあわせて 105種類に及んだ。池塘02からは

93穏類が確認され，その約 42%にあたる 39種類が池

塘02にのみ出現した。また，池塘B4からは67種類が

確認され，その約 18%にあたる 12種類が池塘B4にの

み出現した。池塘02地点及び池塘B4に注ぐ水路B2地

点で 4-10月にかけて毎月 1-2回iJiIJ定した水質データ

(Hirata el al. 1995)の平均値，標準偏差 (Table2)から，

これら 2水路の水質はかなり異なっていることがわか

る。特に平均水温，珪酸イオンについてはこれら 2水

路に著しい差がみられる。ナトリウム及びカリウムの

察考
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Table 2. Seasonal fluctuation of water chemicals in血epoolD4皿d曲estation B2叩 dtest of differen田副 populationvariance based on F 

distribution帥，Ie.Mean value (X) ， standard deviation (SO) ， v組組ce(V) ， and degr問。ffr田 dom(φ) 表2.水路Dの池塘02及び

水路Bの地点B2における水質の季節的平均値∞，標準偏差 (SO)，分散 (V)，自由度 (φ)及び母分散の違いの検定

Oiversity of epipelic algae in Miyatoko Mire 

F‘} Fo') 02 B2 地点

水温1)

pH 

NH4-N") 

CI-

SiO， 
S04-

Na+ 

K+ 

Mg'"' 

Ca-

4.43 

4.43 

4.03 

4.03 

4.03 

4.03 

4.03 

4.03 

4.03 

4.03 

6.15 

1.∞ 

2.00 

4.50 

2.13 

1.30 

1.58 

1.00 

8.33 

2.22 

φ 

1.38 8 

0.02 8 

O.∞02 9 

0.02 9 

0.79 9 

0.044 9 

0.0093 9 

0.004 9 

0.0∞3 9 

O.∞154 9 

V SO 

3.32 

0.41 

0.04 

0.44 

2.67 

0.63 

0.29 

0.19 

0.05 

0.22 

x 

12.90 

6.08 

0.05 

2.39 

18.25 

1.33 

2.11 

1.05 

0.28 

0.61 

φ 

。。。。
n
y
n
y
aヲ
ハ

ツ

仇

y

n

y

n
ツ

nヲ

V 

8.49 

0.02 

O.∞04 

O.ω 

0.37 

0.033 

0.0059 

0.004 

0.0025 

0.012 

SO 

8.24 

0.42 

0.06 

0.90 

1.83 

0.55 

0.23 

0.19 

0.15 

0.33 

x 

20.36 

5.21 

0.09 

2.10 

2.56 

2.81 

1.∞ 

0.31 

0.46 

0.82 

1)水路Bの水温は池塘B4の値

2)各種イオンの濃度はmgll

3) Fo=VB{VDあるいは VD{VB

4) F (φD，φB ;0.ωのあるいは F(φB，φD ;0.025)のF分布表からの値

示されたように，池塘D2は，比較的低温の池塘であ

り，珪酸イオンの濃度は常に 11.7-20.4mg/l (平均

18.25 mg/l)と高濃度であったのに対し，池塘B4は相

対的に高温で，そこにそそぐ水路Bの地点B2での珪

酸イオン濃度は 0.5-6.2mg/l (平均 2.56mg/l)と極め

て低濃度であった。現時点では底生珪藻類の増殖がど

れだけの珪酸イオン濃度で制限されるのか実験的な

データ及び野外観察データはないことから，池塘B4

の珪藻類が珪酸イオンによる増殖の制限下にあるかど

うか推測することはできない。しかし，少なくとも池

塘B4は，相対的に高温を好み，珪酸イオンを増殖には

利用しなくてもすむ鼓藻類が珪藻類と共存できる環境

にあるといえる。

池塘D2の種類数の変動は総現存量と総細胞数の変

動と一致している (Figs.2， 3， 9)。即ち.D2では種類

数は母集団の大きさと関連しているといえる。しか

し，多様度指数D及びD'は全く逆の変動パターンを示

した (Fig.9)。このことは母集団が大きくなって種類

数が増えたが，ある特定の種類の細胞数及び現存量が

相対的に大きく増加したことを示唆している。事実，

多様度指数が低下した6月に珪藻Aulacoseu宮laevissima

が増加し，現存量において全体の約40%を占め，さら

一価イオンと pHは水路D (池塘D2)でやや高く，マ

グネシウム及びカルシウムの二価イオンと硫酸イオン

は水路B (B2)でやや高い傾向がみられる。また，各

#.質項目の標準偏差も大きく，季節的にかなり変動し

'ていることがわかる。池塘B4の水温の変動はB2地点

と殆ど同様の変動を示し，また珪酸イオンの値及ぴ変

動も B4とB2で殆ど同じであったことから(平田，私

信)， B2地点の水質はB4の水質を十分反映しているも

のと思われる。以上のことから，池塘D2と池塘B4は

互いに水質のことなった池塘であり，ともに季節的に

大きな水質環境変化をしめす池塘であることがわか

る。多くの場合に時空間的な環境の不均ーさが多様性

の増大と関連しているといわれている (Wiens1976)。

宮床湿原全体でのコケ以上の植物の種数と比較して，

わずか2池塘での調査だけにもかかわらず底生藻類の

種の方が豊富であったということは，平坦な地形を有

し，主に水位が陸上植物の分布と関連する湿原陸上と

比べて，池塘の環境が時空間的に不均一であることに

よるものと推定される。

池塘D2は珪藻類がどの季節でも総現存量の90%以

上を占める珪藻類の池塘であったのに対して，池塘B4

は珪藻類と鼓藻類が優占する池塘であった。Table2に



16 渡辺他

に多様度指数が低かった8月も同様で，A.laevis，組閣が

現存量で全体の約32%をしめていた。母集団が小さ

く，種類数が相対的に少なかった4月と 10月では現存

量の一番多い種類でそれぞれ総現存量の約10%及び約

16%を占めているにすぎず (Fig.5)，これらの月は種

類数はすくないものの，独占的な種の現存量あるいは

細施数が突出していなかったといえる。これに対し

て，池塘B4の種類数の変動，多様度指数D及ぴD'の

変動，総現存量及び総細胞数の変動には明確な関連性

をみることはできない (Figs.2， 4， 10)。総現存量及

ぴ総細施数が最も低い 10月に種数及ぴ多様度指数D

が最も高くなっており，また総現存量及び総細胞数が

最も高い4月に種数は少ないが，多様度指数Dは高い

(Figs.4， 10)。この最大の原因として， 6月と 8月に出

現した藍藻類Osci11aωriasp.があげられる。この藻類は

細胞が長さ 1仰1，幅41JIIlと小さく，細胞当たりの現存

量は 3pgCである。この深類は6月と 8月にそれぞれ

0.8 x 1()6細胞/cm2及ぴ1.3x 1()6細胞/cm2の濃度で

出現し，総細胞数の約50%及ぴ約54%を占める。しか

し，現存量に換算するとそれぞれ0.012gC/m2及ぴ

O.但 1訴4m2となり。総現存量の約0.4%及び0.9%を占

めるにすぎない。したがって，細胞数で多様度指数D

を計算すると 6月と 8月の値は低くなってくる。これ

を現存量で多様度指数D'を計算すると，D'は顕著な変

動を示さず， Figs. 7， 8で示したように池塘B4がどの

季節も珪藻Frustu1ia泊抑制'desと1-2種の鼓藻類で総

現存量の約70%-90%を占めるという状況と対応した

結果を得ることができる。細胞のサイズに著しい差が

見られる藻類の場合には，細胞数で多様度指数を計算

するよりも，現存量で多様度指数を計算したほうが，

多様性の状況をより反映した結果をえることができる

と恩われる。

種類数，多様度指数D，D'のいずれにおいても，

どの季節も池塘02のほうが高い値を示しており，池

塘02は池塘B4と比べて種類が豊富で，かつ独占的な

種に属する個体が相対的に少なしやや複雑な群集で

あることを示唆している。このことは，池婚B4がどの

季節も珪藻Frustu1ia泊omboi，伽と 1-2種の鼓藻類で総

現存量の約 70%-90%を占め，特に 8月には F.

rhomboidesだけでも総現存量の約75%を占めていた

(Figs. 4， 7， 8参照)のに対して，池塘02では総現存

量の50%以上を占めていた種は存在せず， Fig.5に示

すように他の珪藻類とした種類群の占める割合が総現

存量の約30%-50%もあったという結果を反映してい

るといえる。また， 4月をのぞいて，池塘02における

底生藻類の現存量は池塘B4のそれよりも高い値を示

している。なぜ，池塘02のほうが底生藻類の現存量及

ぴ多様性が高いのか。 Table2に示すように水路Bは珪

酸イオンが極めて少ないことから，表走水であること

が示唆される。 apち水路Bは水路Dと比べて雨水の影

響の強い水路であり，気象変動の影響をうけやすい水

路であると考えられる。実際，調査年の一年前の 1991

年の雨量が極めて少ない夏場には水路Bの殆ど全域に

及ぴ水が枯渇した。さらに，池塘B4において融雪直後

の4月に現存量が最大で，その後6-10月にかけて減少

していることから，池塘B4の底生藻類は梅雨時の増

水，夏期の高温あるいは水量の減少等池塘02と異

なって大きな物理的撹乱をうけている可能性も考えら

れる。また，両池塘の水質の季節的な変動データ

(阻rataet al. 1995)から，それらの試料分散(V)，自由

度 (φ)より各水質項目の母分散の違いを試料分散の

比を上側確率0.025のF分布表と比較することによっ

て求めたところ (Table2)， B2地点の水温，塩素イオ

ン及びマグネシウムイオシの変動が大きいことが判明

した。この結果もまた池塘B4が02と比べて環境の撹

乱を大きくうけていることを示唆しているものと思わ

れる。 Scarsbrookand Tawnsend (1993)は，流水系に

おける藻類の現存量と無脊椎動物の種多様性は環境の

撹乱が増加するとともに減少することを提言した。環

境の撹乱が少ないと考えられる池塘02における藻類

の現存量のみならず種多様性も高かったことは，藻類

の場合に現存量と種多様性の双方とも Scarsbrookand 

Tawnsend (1993)の提言に対応していると恩われる。
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